ジョセフ・リーにおける慈善とリクリエーションの思想 : アメリカ遊び場協会での仕事を中心に by 宮本 健市郎 & Kenichiro Miyamoto
ジョセフ・リーにおける慈善とリクリエーションの思想
―アメリカ遊び場協会での仕事を中心に―
Joseph Leeʼs Thoughts on Philanthropy and Recreation :
Based on His Work in the Playground Association of America
宮 本 健市郎 ＊
Abstract
Joseph Lee is often called “the father of the American Playground Movement,” though he
disclaimed the title and described himself as “a plain social worker.” He became president of the
Playground Association of America (PAA) in 1910 and remained its president until he died in 1937.
During his 27-year presidency, the name of the association changed to the Playground and Recreation
Association of America (PRAA) in 1911, and the National Recreation Association (NRA) in 1930. The
tenure of his presidency was marked by a significant growth in the number of playgrounds in the
United States.
To protect children from dangerous and unhealthy conditions in congested cities, Joseph Lee
began by spearheading an initiative to introduce organized playgrounds and proposing laws to
ameliorate the environment. He founded the Massachusetts Civic League as a charitable and
reformatory association in Boston in 1897. The large number of his successful endeavors in Boston
paved the way for him to become the president of the PAA in 1910.
As president, he promoted the practice of providing children, adolescents, and adults with
opportunities for play and recreation. He asserted that play and recreation in leisure time would boost
morality, citizenship, and loyalty toward the community.
I have gained insight into Leeʼs thoughts by analyzing the Constitution of the PAA along with other
crucial documents, which reveal the underlying tenets of the organization, whether known as the PAA,
PRAA, or NRA. This paper will prove that Lee promoted the idea of recreation as a means to impart
moral or citizenship education.
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はじめに
19世紀末から1920年ころまでアメリカで盛り上
がった遊び場運動は、我国では幼児教育の分野でし
ばしば言及されている。この運動が、子どもが自由
に遊ぶための環境を普及させたことや、幼稚園の砂
場の起源であること、また倉橋惣三を通して1926年
の幼稚園令に影響を与えたことなどはよく知られて
いる1)。これらの解釈は誤りとは言えないが、日本
における幼児教育の改善をめざす教育関係者の願望
から導かれたものであり、アメリカ社会史の文脈で
遊び場運動が果たした機能を捨象している。
これに対して、アメリカ教育史または社会福祉史
の分野での近年の研究では、遊び場運動が子どもに
ルールや道徳を教えることがねらいであったことを
強調したものが少なくない2)。この観点に立てば、
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1）橋川喜美代「幼稚園令に盛り込まれたアメリカ・プレイグラウンド運動の影響」『鳴門教育大学研究紀要』（教育科
学編）17巻（2002），105-113頁；一村小百合「子どもの遊び場について考える―アメリカでのプレイグラウンド運
動がもたらした効果とは」『関西福祉科学大学紀要』12巻（2008），91-100頁；笠間浩之『＜砂場＞と子ども』（東洋
出版社、2001）
2）Lawrence A. Finfer “Leisure as Social Work in the Urban Community : The Progressive Recreation Movement,
1890-1920,” Ph. D. diss. Michigan State University, 1974 ; Dominick CavalloMustle and Morals : Organized Playgrounds
and Urban Reform, 1880-1920, (New York : University of Pennsylvania Press, 1981); Joe L. Frost A History of
遊び場運動は、アメリカにおける市民性教育のひと
つの起源として捉えることができる。実際に、20世
紀初頭のアメリカ革新主義の時代には、「善良なる
市民」の形成を目指す教育が急速に広がりつつあ
り、遊び場運動はその中の重要な一部であった。
本研究は、市民性教育の歴史という観点から、ア
メリカ遊び場運動の思想とその変質の過程に着目
し、この変質を導いた重要な指導者のひとりとし
て、ジョセフ・リー（Joseph Lee, 1862-1937）をと
りあげる。彼の活動は、遊び場運動に限られてはい
ない。彼は、1890年代にボストンで非行児童の調査
と児童救済のための活動に取り組み、1897年にマサ
チューセッツ公民連盟（Massachusetts Civic
League）を結成した。1906年のアメリカ遊び場協
会（Playground Association of America、以 下
PAA）結成の際には PAA 副会長に就任し、1910
年からは会長を務め、1937年に亡くなった3)。本稿
は、彼の活動の軌跡をたどり、児童救済と慈善の思
想がリクリエーション運動へと展開したこと、そし
て、その運動の中から「善良なる市民」形成の思想
が現れたことを示すことを課題とする4)。
Ⅰ 子ども救済運動：マサチューセッツ
公民連盟
．ボストンでの子ども救済運動
ジョセフ・リーは、1862年にボストン近郊のマサ
チューセッツ州ブルックラインで生まれた。両親は
植民地時代にボストンに渡ってきたピューリタンの
子孫であった。ジョセフ・リーの父は、ボストンの
裕福な実業家であった。ジョセフ・リーはハーバー
ド大学でジョサイヤ・ロイス（Josiah Royce）やウィ
リアム・ジェイムズなどに哲学や心理学を学んで、
1883年に卒業した。後年のリーの思想を見るとき、
「忠誠心」を重んじたロイスの哲学から特に強い影
響を受けたと思われる。その後、1889年に同大学の
法科大学院を修了し、法律の専門家として身を立て
ることも考えたようだが、法曹会には入らず、自ら
の進路を決めかねて、欧州を旅し、トルストイに
会ったりした5)。
自らの進路を考えるなかで、ジョセフ・リーは、
子どもの遊び場に関心をもつようになった。その
きっかけは、大学を卒業するまえの1882年に、ボス
トン家族福祉協会が実施した子どもの遊び場に関す
る調査に参加したことであった。そのとき彼は、路
上で遊んでいることが理由で子どもが逮捕されてい
る現実を目にし、「子どもたちは、生きているせい
で逮捕されているようなものだ」と疑問を感じたの
である。この疑問が、彼が児童救済と社会福祉に関
心を向けるきっかけであった6)。当時のアメリカで
は、ニューヨーク市やシカゴやボストンなど、急速
に大都市が発展しつつあった。都市は混雑し、子ど
もの遊び場は少なくなり、道路での子どもの遊びは
危険を伴うものとなっていた。路上で遊んだことを
理由に子どもが逮捕されることは大都市では珍しい
ことではなかったのである7)。
．非行対策と犯罪防止
リーが取り組んだのは、都市の非行の調査であっ
た。彼は、1889年から約10年をかけて、法律違反者、
とくに少年非行の実態を調査した。この調査では、
雪玉を人に投げつけたとか、貨車の上にこっそり
乗ったとか、路上で野球をしたとか、リンゴを盗ん
だとか、軽度の違法行為は少年の間で増えている
が、重大な犯罪は増えておらず、心配するほどのこ
とはないという結論に達した。
このような報告は他にもあったが、リーが新たに
発見したのは、次のようなことだった。逮捕の場所
をみると、子どもの遊び場があるところでは、逮捕
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Childrenʼs Play and Play Environments : Towards a Contemporary Child-saving Movement, (New York : Routledge,
2010); 菅野文彦「アメリカ革新主義期における都市公立学校の機能拡大に関する考察」『日本の教育史学』第29集
（1986）150-168頁
3）PAAは、1911年に Playground and Recreation of America, 1930年に National Recreation Association に名称を変更し
たが、リーは死去するまで会長であった。
4）ジョセフ・リーに関する伝記的事項の多くは、彼の没後15年の時点でまとめられた Sapora の博士論文およびその40
年後に彼が再び書いた論文による。Allen V. Sapora, “The Contributions of Joseph Lee to the Modern Recreation
Movement and Related Social Movements in the United States,” Ph. D. diss., University of Michigan, 1952 ; Id. “Joseph
Lee,” in Pioneers in Leisure and Recreation, ed. by Hilmi Ibrahim (Reston, VA: American Alliance for Health, Physical
Education, Recreation, and Dance, 1989) pp. 65-78.
5）Sapora (1989), op. cit. pp. 67-68
6）“Joseph Lee, “Expert in Recreation, Dies,” The New York Times, July 29, 1937 ; George D. Butler, Pioneers in Public
Recreation, (Minneapolis, Minn. : 1965), p. 2.
7）Frost（2010), op. cit. p. 85は、ニューヨーク市の例を挙げている。
者が大幅に少なくなる。国籍をみると、ユダヤ人の
少年は逮捕される例が少ない。季節をみると、0月
から10月の間に逮捕者が多く出る。とくにこれは男
子の場合にあてはまる。市営浴場や少年クラブがあ
るところでは、少年非行が少ない8)。このような実
態に目を向けたところに、ジョセフ・リーの真骨頂
があった。この調査結果が、リーが子どもの遊び場
の拡充を計画し始めるきっかけになったのである。
この調査に取り組んでいたころ、リーは、類似の
もうひとつの仕事を手掛けた。それは、1893年にシ
カゴで開催される万国博覧会での展示の準備であっ
た。マサチューセッツ州は博覧会での展示を担当す
る州博覧会運営委員会を結成し、そのなかに、慈善
矯正部門小委員会を置いていた。小委員会の委員長
が死去したために、急遽1892年1月17日に、ジョセ
フ・リーが小委員会の委員長に抜擢されたのであ
る。ジョセフ・リーは、州内の慈善団体の詳細なリ
ストを作成し、ひとつひとつの施設を紹介した。さ
らに、州内の慈善矯正の状況を概観できるような地
図や統計も展示した。とくに強調したのは、施設外
での子ども救済や、里子に出すことなどの実態で
あった。事実をできるだけ正確に提示することを
もっとも重視した9)。このような彼の展示は、博覧
会運営委員会から高い評価を得て、ジョセフ・リー
はソーシャル・ワーカーとして広くみとめられるよ
うになった10)。
．マサチューセッツ公民連盟の結成
万国博覧会で成功をおさめたのち、リーは、マサ
チューセッツ州内における児童の慈善矯正事業に積
極的に取り組んだ。当時、州でその業務に当たって
いたのは、精神障害・慈善局（State Board of
Lunacy and Charity）の管轄する学校であったが、
必ずしも管理が行き届いておらず、非行少年、障害
者、扶養者のない子どもの区別もしていなかった。
この状況を改善するためには、州児童局（State
Childrenʼs Bureau）を創設することが必要とリーは
考えた。子どもへの慈善や矯正を取り扱う公的機関
や、私的な慈善団体が州内に相当数あることは十分
に知っていたので、これらの諸機関や諸団体が協力
できる新しい組織を作ろうとしたのである。1890年
代にリーは児童局設置協会を結成して、その実現に
むけて様々な努力をしたが、州児童局の設置には至
らなかった11)。
しかしながら、彼の活動は州民の慈善矯正への関
心を高め、1897年にマサチューセッツ公民連盟
（Massachusetts Civic League、以下 MCL）が結成
された。リーはその副代表12)、のちには代表に就任
した。この協会の憲章は次のとおりである。
第一条 本協会の名称は、マサチューセッツ公
民連盟とする。
第二条 本連盟の目標は、慈善矯正に関心をも
つ人や団体の状況を民衆に広め、民衆
の意見を組織すること、そして、社会
改善の手段についての研究、注意深い
枠組みづくり、組織的な運動を促進す
ることである。
（第三条以下略、第七条まである)13)
この憲章から、MCL が、慈善矯正のための組織で
あること、そして、最終的には社会改善を目指して
いることを読み取ることができる。
MCL が取り組んだことは、二つに分類できる。
ひとつは、地域の具体的な課題への提言や宣伝であ
る。例えば、少年の非行を防止するために、モデル
となる遊び場を設置した。また、運動場のない学校
建築に反対したり、フランクリン地区に高速道路を
通すことに反対したり、第九地区に2エーカーの遊
び場の設置を援助したりもした。1904年には、建築
家のオルムステッド（Frederic Law Olmsted, Jr.）
の協力を得て、マサチューセッツ州町村地区改善会
議（Massachusetts Conference for Town and
Village Betterment）を設けた14)。
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8）Joseph Lee, “Juvenile Law-breakers in Boston,”American Statistical Association Publication,Vol.VIII, (Sep., 1903), pp.
409-413.
9）Report of the Massachusetts Board of World’s Fair Managers, (Boston: Wright & Potter Printing Co., State Printers,
1894), pp. 137-141.
10）Sapora（1952), op. cit. p. 88.
11）Sapora（1952), op. cit. pp. 92-97.
12）代表はユニテリアンの牧師 Edward Cummings (1861-1926) であった。
13）Annual Report of the Massachusetts Civic League, for the Year ending November 30, 1903, p. 4.
14）Edward Cummings, Joseph Lee, & Edward T. Hartman, “Massachusetts Civic League: Its Work and Object,” The
Federation Bulletin, Vol. II, No. 2 (1904), pp. 37-39.
もうひとつは、慈善矯正と地域改善のための法律
の整備である。リー自身が法律の専門家でもあった
ので、とくに彼は積極的に関与した。MCL の初期
の成果と言えるものをいくつか挙げると、以下のよ
うなものがある。星印をつけたものが立法化された
ものである15)。
1898年 ＊州精神障害者委員会の設置
1900年 ＊精神障害者保護法（精神障害者を市
町村の救貧院から救い出す）
ボストン市児童施設管理委員会の廃止
を阻止
1901年 フランクリン地区の高速道路建設を阻
止
ワシントン校の建設計画に運動場を含
むように要望
1902年 ＊新聞配達少年の資格認定の権限を市
議会から学校委員会に移譲
1903年 ＊掲示板法（公園や緑地道路にある掲
示板を制限する法律）
ボストンの第九地区に、2エーカーの
遊び場を確保する。
1906年 ＊公立学校生徒の医学的検査に関する
法
1908年 ＊州遊び場法
遊び場運動の発展に大きな影響を与えたのは、
1908年に制定された州遊び場法であった。MCL の
遊び場委員会の議長を務めていたリーが、遊び場を
公的な制度として維持するための法律の制定に力を
尽くしたことで実現したものである。この法律は、
人口が9万を超える市は、遊び場を設置するかどう
かの住民投票を実施しなければならないと定めた。
その結果、23の都市のうち21の都市が、税金で維持
される遊び場を設けることを決めたのである16)。
以上のように、ジョセフ・リーの活動は児童の慈
善矯正の調査から始まったが、20世紀になると、そ
れにとどまらず、マサチューセッツ公民連盟を通し
て、子どもの非行防止、身体の健康、そして、子ど
もの遊びの環境の保障などへと、その活動範囲を拡
大していった。遊び場の拡充整備もその一環であっ
た。それらの活動は、子ども救済のための慈善活動
と見ることができる。
Ⅱ アメリカ遊び場協会の継承と変質
20世紀になると、ジョセフ・リーは、マサチュー
セッツ公民連盟だけでなく、様々な全国規模の団体
で主導的な役割を担うようになった。本章では、彼
が深くかかわったアメリカ遊び場協会の憲章の変化
を手掛かりとして、リーの思想をみていこう。
．アメリカ遊び場協会の成立
リーが子どもに遊び場を提供しようとする運動に
取り組んでいたころ、ニューヨーク市では、ギュー
リック（Luther Gulick）が子どもに遊び場を提供
する運動を進めていた。コロンビア特別区ではカー
ティス（Henry S. Curtis）も同じような運動に取り
組んでいた。大都市の環境悪化と子どもの遊び場の
減少は全国的な問題となっており、子どもに遊び場
を提供しようとする運動は、全国に広がっていた。
そこで、1906年0月に、各地の遊び場設置運動をま
とめる組織として、アメリカ遊び場協会（PAA）
が結成された。セオドア・ローズヴェルト大統領を
名誉会長とし、ギューリックが代表に就いた17)。
ジョセフ・リーは副会長のひとりであった。
PAAの機関誌『遊び場』の創刊号（1907年0月）
の冒頭をみると、まず、PAA設立の経緯が簡潔に
説明され、その次に事務局長であるカーティスが
PAA の目的を「事務局長序文」（以下カーティス
序文と記す）として述べている。それによると目的
は四つあった。第一に、遊び場の建設計画と運営に
ついての研究、第二に、遊び場についての研究文献、
雑誌、写真、地図など、あらゆる資料を収集するこ
と、第三に、収集した情報を公開し、普及させるこ
と、第四に、訓練を受けた遊び場指導者の登録と管
理であった18)。PAA は、遊び場についての情報収
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15）Edward Cummings, Joseph Lee,& Edward T. Hartman ,Massachusetts Civic League, Its Legislative Function, (Boston,
1905?); Lee, “Medical Inspection in the Public Schools,” The Federation Bulletin, Vol. III, No. 6 (March, 1906) pp.
320-322.
16）Butler (1965), op. cit. p. 15; Lee, “How to Start and Organize Playgrounds,”The Playground,Vol. III, No. 9 (Feb., 1920),
pp. 1-11.
17）詳細は、拙稿「アメリカにおける遊び場運動の起源と展開」『教育学論究』（関西学院大学）第1号（2014)，
179-180頁。
18）Curtis, “Foreword by the Secretary,” The Playground, Vol. 1, No. 1 (April, 1907) pp. 9-10. 各項目には詳しい説明が
集だけでなく、その普及と遊び場指導員の養成を重
要な目的としていたことに注意しておきたい。
これをもとに、正式に PAA の憲章が作成され
た。以下のとおりである。
第一条（名称）本組織の名称は、「アメリカ遊
び場協会」とする。
第二条（目的）本協会の目的は、全国の遊び場
についての情報を集めて普及させ、遊
び場への関心を高めることである。本
協会は、すべての地域に遊び場と運動
競技場を普及させ、学校と連携して遊
びを指導することに努める。本協会
は、予算が可能であるかぎり速やかに
ワシントンまたはニューヨークに国立
遊び場博物館および図書館を設立す
る。それは、モデルとなるようなあら
ゆる形の遊び場や遊具、遊びに関する
図書や文献、世界中の遊び場やゲーム
の写真や絵、遊びについてのあらゆる
側面について、講演や写真や文献ある
いは助言をあたえるような図書部門を
もつ19)。
（以下、補則まで含めて36条あるが、省略）
この憲章は、「カーティス序文」にある四つの目
的のうち、第四の遊び場指導の専門員養成を除く三
つが書きこまれており、カーティスの影響は確実で
ある。ただ、PAA にとって重要であるはずの遊び
場指導専門員の養成が含まれていない。その理由は
わからないが、専門員の養成をどのようにするかに
ついて、PAA の方針が不明確であったことは否め
ない。
実は、リーは、PAA に参加することに積極的で
はなかった。会長就任を打診されたが、断り、
PAA創設の会議にも参加しなかった。逆に、リー
は、ギューリックらに、アメリカ公共空間協会
（American Civic Association, 以下 ACA）への参加
を提案した20)。ACA は都市環境の改善をねらいと
して、1904年にセントルイスで結成された団体で
あった。15の部会があったがそのうちのひとつが、
リーが代表を務める公共リクリエーション部会
（Public Recreation）であった。これは、子どもに
遊び場を提供しようとした点で、PAA と共通する
ねらいを含んでいたが、ACA にとって、遊び場の
設置は手段であり、都市問題の解決が最終的なねら
いであった。
これに対して、PAA は、遊び場の設置と普及が
最大のねらいであり、そのための専門家の養成まで
を目指していた。カーティスの推測では、PAA の
会員の約半数が医学や生理学や運動トレーナー、0
割が学校関係者、;パーセントが公共空間協会のメ
ンバー、残り;パーセントが親などの素人だっ
た21)。実際、ギューリックは医師であり、ニュー
ヨーク市の教育委員会で学校に体育を普及させるこ
とに実績をあげていた。カーティスはクラーク大学
の G.スタンレー・ホールのもとで子どもの遊びに
ついて研究し、ドイツの遊び場の実情の研究などに
取り組んでいた22)。ギューリックもカーティスも、
遊び場を学校教育との関連でとらえようとしていた
点で共通していた。これらのことを考え合わせる
と、PAA は、学校教育と強いつながりをもった遊
び場指導の専門家団体として発展することを目指し
ていたとみることができる。PAA 機関誌の創刊号
の「カーティス序文」にある PAAの目的には、そ
の意図が現れていた。このような PAAの方向性に
対して、社会や環境の改善を目指すリーは、幾分か
の違和感を持っていたものと思われる。
．アメリカ遊び場協会会長への就任と憲章の改正
PAA は、創設の翌年の1907年1月にシカゴで第
9回大会を開催した。1908年<月にニューヨーク市
で第=回大会、1909年;月にピッツバーグで第2回
大会、1910年1月にロチェスター（NY州）で第0
回大会、1911年;月にワシントン，D.C.で第;回大
会と回数を重ねた。遊び場をもつ都市の数は順調に
増加し、機関誌『遊び場』は全国の遊び場の実態を
示すよき情報源となっていった。
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ついているが、本稿では省略した。
19）“Constitution of the Playground Association of America,” The Playground, Vol. 1, No. 3 (June, 1907), p. 13
20）Jones (1989),op. cit. pp. 178-201.; Leeʼs letter to Mr. Woodruff, dated on March 5, 1906, in the National Recreation
Records, Box 128, in Social Welfare Archives in University of Minnesota ; Butler (1965), op. cit. p. 3
21）Jones (1989), op. cit. p. 183.
22）Carleton Yoshioka, “Henry Stoddard Curtis, 1870-1952,” in Ibrahim, op. cit., pp. 103-113.
だが、この短期間に、PAA の組織には大きな変
更があった。1909年1月に、カーティスが事務局長
を退き、ジェイン・アダムズも副会長を退いた。
1910年月に、ギューリックが会長を退き、リーが
新会長に就任した。さらに、1911年1月に、協会の
名称が、アメリカ遊び場リクリエーション協会
（Playground and Recreation Association of
America、以下 PRAA）に変更になった。
これらの変更は、PAA の基本方針の大きな変更
を伴っていた。その変化をよく示しているのは、
PAA の憲章の変化である。1910年=月に発行され
た機関誌『遊び場』には、憲章の改正提案が掲載さ
れている。執筆者はジョセフ・リーである。このと
き、彼は憲章改正委員会の委員であった。その内容
は、以下のとおりである。
（名称）本組織の名称は、……遊び場協会とす
る。
（目標）本協会の目標は、町の遊び場への関心
を高め、家庭と学校と遊び場の間の共
感と協力をいっそう親密なものにする
ことである23)。
（以下略）
リーの提案では、具体的な遊び場の設置も、専門
員の養成も目標にはなく、遊び場への関心を高める
ことや、共感や協力といった精神的な態度が重視さ
れている。
1910年1月にリーが会長に就任したとき、協会は
正式に新しい憲章を公表した。その内容を見てみ
る。
第一条（名称）本協会の名称は、アメリカ遊び
場協会とする。
第二条（目的）本協会の目的は、正常で健全な
遊びと公共のリクリエーションを促進
することである24)。
（第三条以下略。第四条まである）
この目的の部分は、リーが先に提案していたもの
よりもさらに簡略になっている。とくに注目したい
のは、リクリエーションという用語が採用されてい
ることである。この用語が目新しいわけではない
が、これ以後、遊び場という具体的な空間を示すも
のではなく、リクリエーションという人間の活動そ
のものを示す用語が頻繁に使用されるようになった
ことが重要であろう。第二条は、1910年月以後、
数年にわたって、機関誌『遊び場』の表紙タイトル
の下（または目次の上）に記載されて、周知が図ら
れた。
以上の憲章の変更過程をみると、リーが PAAの
なかで、地位を確立するにつれて、遊び場協会の目
的が変容したことがわかる。PAA は、遊び場を設
置し、普及させるという当初の具体的な活動より
も、リクリエーションへの意識を高めることを重視
するようになったと言える。
．遊び場協会の基本方針の確立
それにしても1910年の憲章はあまりにシンプルで
あり、具体的に何をめざすのか、明確ではない。そ
こで、協会は憲章を改訂したのと同時に、「建設的
綱領」を1910年1月発行の機関誌で公表した。それ
は次の12項目であった。
9．依存状態にある人は、生活の糧を与えられ
ることで、減っていく。
=．非行は、若者のエネルギーを健全に解放す
ることで、減っていく。
2．結核は、活発な戸外生活を通して強い体質
を作り上げることで、減っていく。
0．健康の全般的な水準は、楽しい身体活動を
することで、向上する。
;．産業の能率は、才能と適性を開発する遊び
を一人一人が生活の中で体験することで、
上がる。
1．現代の産業主義には個性を壊してしまう傾
向がある。ひとりひとりが、仕事の時間に
は開発できない個人の資質を、余暇の時間
に開発する機会をもつようになることで、
この傾向を防ぐことができる。
．望ましくない形のリクリエーションに代わ
るものを用意することで、道徳の水準を高
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23）Joseph Lee, “Suggestion for a Constitution for a Playground Association,” The Playground, Vol. III, No. 9 (Feb., 1910),
p. 11.
24）Playground Association of America, Constitution and By-Laws, revised June 7, 1910, National Recreation Association
records, Box 1, File of Constitution & By-Laws, Social Welfare History Archives, University of Minnesota Libraries.
めることができる。
?．善良なる市民性は、遊びのなかで協力の習
慣をつくることで、促進される。いっしょ
に遊ぶ人たちは、いっしょに生きることが
いっそう容易であることを知っている。健
全で幸福な遊びの生活をしている人は、有
能かつ忠誠心をもった市民である。
<．もっと幅広く、完全で、かつ生き生きとし
た人生は、遊びによって可能になる。
10．家族の一体感は、家族の構成員が余暇に一
緒に遊ぶ習慣をもったときに、もっとも容
易に確保される。
11．コミュニティ精神は、コミュニティの構成
員の全員が参加する遊びの中で、非常に容
易に形成される。
12. 最高形態の精神生活が可能になるのは、
強い遊び精神が開発されているときのみで
ある。社会の進歩は、人々がどの程度の遊
び精神をもっているかによって、決ま
る25)。
1910年の憲章と「建設的綱領」を、1907年の「カー
ティス序文」と比べると、PAA の理念が大きく変
化したことがよくわかる。その変化をいくつか列挙
してみよう。
第一に、遊び場の設置、遊び指導員の養成という
具体的な課題が消失している。遊び場運動が盛り上
がったのは、遊び場のない子どもに遊び環境を提供
することが動機であった。ところが、その課題はも
はや目標として掲げられなくなったのである。第二
に、協会は、「遊び場」ではなく、「遊び」または「リ
クリエーション」の効用を強調するようになった。
第三に、「遊び」は、依存状態にある人（9項）や、
非行少年（=項）や、結核などを減らし（2項）、
個人の健康（0項）や個性を保護する（1項）と見
なされた。「遊び」は身体と精神の健康のための手
段となった。第四に、「遊び」は産業の能率を上げ
るため（;項）、あるいは社会発展のための手段と
見なされた（12項）。第五に、最も注目すべきこと
だが、「遊び」は、「道徳」（項）や「善良なる市
民性」（?項）を開発するために有効とされ、「家族
の一体感」や「地域精神」を開発するための手段と
もみなされた。
ここにおいて、遊び場協会の目指すところが、遊
び場の設置ではなく、ひとりひとりの青少年の道徳
教育に向かったとみることができる。この方向転換
が、リーによって主導されていたことも疑いえな
い。1911年に会の名称が PAA から PRAA に変更
になったのも、遊び場よりもリクリエーションを重
視しようとする傾向の現われとみることができ
る26)。
Ⅲ 地域奉仕活動の推進
リーが会長に就任してからも、遊び場運動は順調
に発展した。公的な支援を受けた遊び場の数は、
1905年に24の都市で87か所、1911年に257の都市で
1543か所、1917年には481の都市で3940か所であっ
た27)。ところが、遊び場協会の全国大会は、1916年
10月にグランド・ラピッヅ（MI州）で開催された
のち、1922年10月まで、開催されなかった。リーの
指導下にあった PRAA は、この間、駐屯兵地域奉
仕会社（War Camp Community Service, Inc. 以下
WCCS）を組織して、駐屯兵を歓待するためのリク
リエーション活動を積極的に推進していたからであ
る。本章では、WCCS の活動を通して、遊び場運
動の性格が大きく変わったことを確認しよう。
．駐屯兵地域奉仕会社の結成
1917年にアメリカがドイツとの戦争に突入する
と、連邦政府は、兵士を海外に送るために、国内の
各地に軍隊駐屯地を設けた。このとき、ウィルソン
大統領や陸軍長官は、これから海外に行く兵士の慰
問、激励、歓待などを民間の慈善団体がしてくれる
ことを期待した。これに積極的に応えたのが
PRAA であった。リーは駐屯兵活動審議会の委員
に就任しただけでなく、WCCS の代表となり、
PRAA は組織をあげて、兵士のためのリクリエー
ション活動に取り組んだ。1年間にわたって全国リ
クリエーション会議が開けなかったのは、PRAA
の活動がWCCS に集中していたからである。この
間の詳しい経緯は省略し28)、リーが中心になって作
成した WCCS の理念に関する文書をみてみよう。
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25）“Constructive Creed,” The Playground, Vol. IV, No. 3 (June, 1910), p. 73. アンダーライン部分は、原文ではイタリッ
ク体である。
26）Butler (1979), op. cit. chap. 3.
27）Cavallo (1981), op. cit. p. 45.
以下はWCCS の憲章である。
第一条（名称）本会の名称は、駐屯兵地域奉仕
会社とする。
第二条（目標）本会の目標は、合衆国陸海軍の
部隊の駐屯地近隣の地域が、地域の社
会的およびリクリエーションのための
諸資源を、将校や兵隊にとって最大の
価値あるものとなるように、開発し、
組織し、必要に応じてこれらの資源を
補充し、さらに、これらの目的に役立
つ活動を促進し、実行することを、援
助し、奨励することである29)。
（以下省略。第十一条まである）
WCCS のねらいは、地域が駐屯兵を歓待するよ
うに、地域ぐるみのリクリエーション活動を援助す
ることであった。これまで10年以上にわたって、子
どもの遊びとリクリエーション活動の普及に尽力し
てきた PRAA にとっては、その経験を最大限に生
かす機会であった。
全国大会を開催しなかった間も、PRAA の機関
誌『遊び場』は途切れることなく発行されたが、
PRAA の活動がWCCS に集中したことは一目瞭然
であった。それを象徴しているのが機関誌の表紙で
ある。1917年10月号以後、機関誌の表紙に、WCCS
に関する情報が、ほぼ毎号掲載された。たとえば、
1917年10月号には、戦争リクリエーション奉仕活動
というタイトルのもとに「駐屯兵活動審議会の要請
により、PRAA は、訓練中の兵隊の駐屯地近くの
地域住民が、将校や兵士がもっとも有益と感ずるよ
うな方法で、その社会にあるリクリエーションの資
源を組織し、開発するように、働きかけ、援助する
ことにたいして責任をもつ」との文章が掲載され
た。これは、WCCS の憲章からとった文言であり、
駐屯兵活動審議会での決議の一部であった。同年11
月号の表紙には「アメリカから出発していく兵士が
気概をもち、ヨーロッパでの戦闘で戦果が挙げられ
るかは、国内での軍隊訓練地を取り巻く環境の性質
に大きく影響を受ける」というウィルソン大統領の
手紙を載せた。文書ではなく、奉仕活動の写真を掲
載したり、WCCS のエンブレムを掲載したりする
こともあった。1918年0月号には、表紙の次の頁
に、リーがアメリカの子どもに対して戦争のための
ローンに協力するように呼び掛けるメッセージを掲
載した。その文言の一部は、「私たちの友人が、私
たちのために命を棄てようとしているときには、私
たちは、自分のもっているすべてのものを差し出す
ことが求められているのです。……あなた方はチー
ムの一員であり、あなたが演じているのはあなたの
命がかかったゲームです｣30)というものであった。
WCCS と PRAA の活動は、一体化し、子どもの遊
びよりも、兵隊への慰問と歓待が中心になっていた
のである。
．地域奉仕会社：道徳教育と市民性教育
戦争が終結したのち、WCCS の必要性はなくなっ
た。しかし、WCCS は戦争中に、資金集めにも地
域の協力にも大きな成果をあげており、リーは、そ
の経験をこれからの PRAA の活動につなげようと
していた。そこでリーが1919年の初めに立ち上げた
のが、地域奉仕会社（Community Service, Inc. 以
下 CS）であった31)。その憲章を見てみよう。
第一条（名称）本会社の名称は、地域奉仕会社
とする。
第二条（目標）本会社設立の特定の目標は、ア
メリカのすべての地域で、公的および
私的な諸機関を通して、適切な方法
で、道徳と産業の状況を改善し、健康
と福祉、遊びとリクリエーション、地
域や近隣での高度で適切な表現活動、
そしてよりよい社会生活を開発するこ
とである32)。
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28）Richard F. Knapp & Charles E. Hartsoe, Play for America (Arlington, VA: National Recreation and Park Association,
1979), chap. 4
29）Constitution of War Camp Service, Inc., dated Nov. 1, 1918, in Massachusetts Historical Society, Joseph Lee Papers,
Carton 17.
30）The Playground Vol. XI, No. 7 (Oct., 1917), Vol. XI, No. 8 (Nov., 1917), Vol. XI, No. 10 (Jan. 1918), Vol. XII, No. 1
(April, 1918）など。
31）この間の経緯は、Butler (1979), op. cit. pp. 72-73.
32）“Constitutuion of Community Service (Incorporated), n.d, (1920?) in Massachusetts Historical Society, Joseph Lee
Papers, Carton 18
（以下省略。補則を含めて十一章ある）
リクリエーション活動をとおして、地域社会の道
徳的改善と生活を改善することが目標である。リー
の意図をよく示しているのは、CS の従事者にむけ
てリーが発した文書である。その一部をみてみよ
う。
新しい年（1920年…筆者）の初めは、私たちが
自分の仕事を思い出すのに適切な時期です。私
たちの目的は、民衆と地域の中にある表現のエ
ネルギーを解放することです。私たちがしよう
としていることは、アメリカの成人男女や子ど
もが自分自身の声を見つけるのを助けることで
す。つまり、演劇や芸術や音楽やその他の多く
の表現形態を使って、彼らがみな言おうとして
いたことだが、日々の生活の中では限界があっ
て表現できなかったもの、そのようなものを表
に出すことを私たちは助けようとしてきたので
す。（中略）
資源は、純金の鉱脈のように、私たちの手許に
あります。それらは、音楽や芸術の趣向、美へ
の愛好、隣人としての付き合い、そして、より
良き市民になりたいという渇望として、いまに
も現れつつあるのです33)。
資源とは、WCCS の推進をするなかで蓄積したリ
クリエーション活動の経験を指す。その経験を、こ
れからの CS の活動に生かそうとしていたのであ
る。リーにとっては、CS は、民衆がもっているエ
ネルギーの解放が目的であった。そして、そのエネ
ルギーの中に、より良き市民性（better citizenship）
への渇望が想定されていた。
CS を通して、より良き市民性を形成しようとす
るリーの意図は、PRAA の会員の間にも浸透しつ
つあった。機関誌の1920年0月号を見ると、「地域
奉仕とは何か」と題する記事がある。読者から CS
の定義を募集して公表したものである。投稿者の氏
名はないが、全部で十の定義が紹介されている。そ
のうちの四つが「良き市民性」という語を含んでい
た。いくつか例をあげよう。
・CS の目的は、すべての地域の住民が余暇を
利用して、リクリエーションと良き市民性を
もっとも効果的に生かすように援助すること
である。
・CSの目標とするものは、良き市民性であり、
すべての市民と地域住民全体が深く豊かで円
満な生活ができることである。
・CS のねらいは、地域のすべての人が余暇の
諸活動に参加することを通して、可能なかぎ
り最善の市民性を獲得するように促すことで
ある。
・CS は、地域にあるが使われていない資源を
余暇と結びつけ、より良き市民性にむけて機
能させることである34)。
これらの定義をみると、良き市民性の形成をねらい
とする CSの活動は、PRAAの会員の間にも広く受
け入れられていたといえるであろう。
．遊び場リクリエーション協会の変質
1922年10月に、PRAA は、CS と共催で、第<回
リクリエーション全国大会をアトランティック・シ
ティ（NJ州）で開催した。「遊び場会議」ではなく、
「リクリエーション会議」であった。1年ぶりに開
催された全国大会の統一テーマは、「市民性への形
成（Building for Citizenship）」であった。その発表
内容の多くは地域のリクリエーション活動に関する
ものであり、地域のリクリエーションを活発にする
ことが市民性の形成につながるという前提に立って
いた35)。
大会後の12月に、CS は PRAA に吸収された36)。
それに伴い、PRAA は、CS がもっていた機能と特
質を受け継いで、二つの点で大きな変質を遂げた。
ひとつは、地域のリクリエーションを活発にするこ
とが PRAA の中心的な課題になったこと、もうひ
とつは、リクリエーションの内容が、大人向けに
なったことである。この変質は、リーが会長に就任
してから、徐々に進んでいたが、WCCS および CS
の経験を経て、いよいよ明確になった。1930年に、
PRAA がその名称から「遊び場」を外して、全国
ジョセフ・リーにおける慈善とリクリエーションの思想
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33）Joseph Lee, “The Purpose of Community Service,” dated on Dec. 19, 1919, Massachusetts Historical Society, Joseph Lee
Papers, Carton 17
34）“What is Community Service,” The Playground, Vol. 14, No. 1 (April, 1920), p. 11-12.
35）Pamphlet for the 9th Recreation Congress, Atlantic City, New Jersey, Oct.9-12, 1922, Social Welfare History Archives,
University of Minnesota Libraries, National Recreation Association Records, Box 12.
36）Knapp (1979), op. cit. p. 77.
リクリエーション協会（NRA）に改称したのは、
当然の流れであった。
1931年0月12日に、リーはホワイトハウスに招か
れた。この日は、アメリカ遊び場協会がホワイトハ
ウスで結成されてからちょうど25年の記念にあたる
日であった。その日を前に、リーは次のように語っ
た。
遊び場は、当初は、混雑した地区にいる子ども
への慈善と見なされていたが、いまでは、すべ
ての子どもの健康、安全そして教育に対する公
衆の関心事である。その運動は、さらに広がっ
て、大人が余暇に取り組むスポーツ、音楽、演
劇や芸術活動も含むようになった。公衆のため
の公園は、かつては飾りのようなものだった
が、今では、いろいろな種類のピクニックや
ゲームやリクリエーションのために、開放され
ている37)。
遊び場運動が、子どもの救済あるいは慈善という
より、大人のリクリエーションを推進する運動に
なったことを、自ら認めたのである。大不況の最中
に、このようなリクリエーションの機会を有効に活
用できるのが、経済的に富裕な階層の人々であった
ことは容易に推測できる。
最後に、NRA の理念を確認しておこう。リーは
1934年10月に、「NRA の仕事の底流にある基本的
前提」と題する宣言を『遊び場』で公表している。
やや長いので要点のみを紹介しよう。
9．人生は全身全霊を打ち込んだ行動によって
成長できる。
=．労働者は、余暇の時間に冒険的で独創的な
精神を発散させなければならない。
2．精神衛生と人格の統合のためには、参加と
創造的なエネルギーの発散が必要である。
0．遊びは、それ自体が興味と満足をもたらす
ものである。
;．道徳性は、目的と選択と計画を含んでい
る。それらは余暇に含まれる自由の特徴で
ある。
1．これらの価値を実現するには、代替的な経
験よりも参加が重要である。
．集団活動への参加が、市民性の訓練にな
る。
?．物事の真価を知るのは、参加したときであ
る。
<．リーダーシップは、とくに重要である。
10．リクリエーションのための地域プログラム
は、潜在的な興味や才能などの発見を含ま
なければならない。
11．政府には、余暇を促進し管理する責任があ
る。すべての市民の経験を豊かにすること
が、民主主義的な社会への忠誠心を開発す
る38)。
NRA が、道徳や市民性の教育を重視しているこ
とは明らかであった。
おわりに
1937年月29日のニューヨーク・タイムズに掲載
されたリーの死亡記事によると、リーは自らが「ア
メリカ遊び場運動の父」と呼ばれることを拒否し、
「ただのソーシャル・ワーカー」と語っていた39)。
記事はこれを謙遜と紹介しているが、実は、リーの
思想の特質を示しているように思われる。リーの活
動の原点は、児童救済であり、慈善であった。後年
のリーが積極的に推進した地域リクリエーションの
促進事業も、リーにとっては、ソーシャル・ワーク
の一環だった。そして一貫してかれが追求し続けた
のが、ソーシャル・ワークを通しての道徳と市民性
の訓練であった。「遊び場」は付随的なものでしか
なかったのである。
しかしながら、慈善とリクリエーションとの間に
は容易に架橋できない深い溝があるようにもみえ
る。それは、貧困児童の救済事業と、裕福な成人の
ためのリクリエーションとの間にある溝である。ま
た、遊び場という物的環境の整備と、リクリエー
ションという人間の精神活動への介入との違いであ
る。リーの思想の中ではこの溝がどのように架橋さ
れていたのか。慈善とリクリエーショをつなげた
リーの思想と論理を解明しなければならない。これ
が次の課題である。
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37）“White House to Greet Playground Leaders,” The New York Times, April 5, 1931.
38）“Certain Basic Assumptions Underlying the Work of the National Recreation Association,” Recreation, Vol. 28, No. 7
(Oct., 1934), p. 313
39）“Joseph Lee, Expert in Recreation, Dies,” The New York Times, July 29, 1937.
